
ファッションデザイナー
基礎技術修得のための実習から

クリエイティブな才能の育成まで幅広い教育で人材を育てる

実 習・実 践
T R A I N I N G / P R A C T I C E

デザイン、縫製、パターンメーキング、染色、
ドローイング、ドレーピング、コンピュータ演習など

授業の種類

服作りのあらゆる技法、デザインを
段階的にレベルアップしながら学んでいく

2年次

知識・技術をさらに深め、
オリジナリティを追求した
作品を製作する

3年次

作品発表の場を
世界に広げ、

クリエイターとしての
活動の基礎を作る

１年次

個々のクリエイションの
可能性を広げながら、
ファッションの基礎的な
技術と専門知識を
修得する

上田安子服飾専門学校のケース

カリキュラム

目指す職業と産学連携のインターンシップ

クリエイション
テクニック＆デザイン
オートクチュールドレスやハイブ
ランドのプレタポルテ作品などか
ら、高度な縫製テクニックを修
得。さらに既製服のデザイン・パ
ターン・カッティング・縫製の一
貫した知識と技術を学ぶ。

クリエイション
ドローイング
ファッションデザインを忠実に表
現するためのデザイン画を学
ぶ。デッサンなどの基礎から、人
体各部やコスチュームの描画
方法を修得。

クリエイションデザイン論
世界に通じるデザイナーに必要な
クリエイティブデザインの原則と要
素を学ぶ。実践的な作品製作を通
じ、１年次から学内ファッション
ショーの参加、3年次にはパリコレ
クションでの発表や東京コレクショ
ンでの研修も授業に組み込まれる。

コンピュータ演習
コンピュータによるデザイン展開
の基礎、パターンメーキングの基
礎を学ぶ。3年次には商品のプ
レゼンテーション資料や自身の
ポートフォリオ（作品集）の作成
など、就職活動にもつながる資
料作りを行う。

パターンメーキング
学校独自の立体的原型の基
礎から、スカートやブラウスなど
さまざまなファッションアイテム
のデザインの基本製図、２年
次、３年次で応用製図を修得。

・ファッションデザイナー　・パタンナー　・企画　・縫製　・販売スタッフ
・スタイリスト　・バイヤーなど
 

キャリア教育として、インターンシップや有名デザイ
ナーによるキャリアステップの講義などの学びを全学
年を通じて実施。インターンシップ先の企業に就職す
る学生も少なくない。デザイナーとして企業で経験を
積んだ後、自身のブランドで独立を目指す人も多い。

卒業後の進路で最も多いのが国内外アパレル企業や、ブランド企業への就職。
それぞれの職種の中でキャリアを積み、ブランドディレクターなどを目指す。

目指す職業
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上田安子服飾専門学校 トップクリエイター学科（３年制）のケースを紹介
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　時代の流行とともに変わるファッション業

界。服飾系の専門学校では、ファッションデ

ザイナーに代表されるクリエイターとしての

実践的な教育がベースにあることは変わり

ませんが、メンズ、子ども服、オートクチュー

ル、舞台衣装、ブライダルなど、細分化する

ファッション分野に対応した専攻コースが増

えつつあり、そのラインナップの種類が各専

門学校の特色の一つとなっています。

　ファッションは、近年のファストファッション

のグローバル展開などにも見られるように、

世界的な販売網や生産拠点の広がりも目

覚ましく、従来のブランドビジネスも大きな転

換期を迎えているといわれています。ビジネ

スとクリエイティブが融合した新しい才能が

求められ、業界ではそれらを支えるマーチャ

ンダイザー、店舗運営、ショップスタッフ、プ

レスなど、流通・販売・広報宣伝に携わる人

材ニーズが増加する傾向にあります。これに

対応し、「ファッションビジネス」や「ファッショ

ン流通」といった学科の新設も増えていま

す。また学科を問わず海外研修を積極的に

行っている学校もあり、グローバルに活躍で

きる人材育成に力を入れています。

今、ファッションの世界は、お金をかけてショーをしなくても１
点ものの服をSNSで発表したり、インターネットを通じて商
品を自由に輸出入するなど、アイデアがあればどんな人で
も活躍できる時代です。専門学校では就職などの指導は
しっかりと行いますが、全てにおいて教えすぎず、学生それ
ぞれの個性を伸ばし、自分で考えて答えを導き出していけ
るような力を養うことが最も大切なことだと考えています。な
により、ファッションには夢があります。新しい時代のファッ
ションビジネス、デザインの可能性を自由に見つけ、仕事
にして生きていける人材を育てていきたいと考えています。

上田安子服飾専門学校
トップクリエイター学科長

大槻  剛 氏

専門学校の

学びのポイ
ント

パリコレで
自分の作品

を

世界に売り
出す研修も

海外視察・研修には、アトリエ見学、現地スクール短期留
学などさまざまな形がある。上田安子服飾専門学校のトッ
プクリエイター学科では、パリコレクションの中でも最大級
の展示会「トラノイ」に、「UCF」というブランド名で参加す
るという研修を実施。現役デザイナーの先生の指導のも
と、学生は自分で作った
服を展示し、世界から集
まるバイヤーと商談する。
受注が入った場合、生
産、納品まで手掛け、プ
ロのデザイナーのビジネ
スそのものを体験できる。

L E C T U R E

講 義

クリエイションデザイン論、色彩構成、ファッションビジネス論、
服飾史、服飾素材論、西洋美術史、縫製工学など

授業の種類

ファッションの時代背景や、
最新のビジネス手法などの知識を身に付ける

服飾素材論
布地や糸といったファッション素
材の産地や種類、機能性、加
工方法を学ぶ。さらに市場動向
を読み取り、コンセプトに合った
デザインに落とし込めるように
知識を深めていく。

縫製工学
既製服など工業製品としてのア
パレルの実務工程を学び、もの
作りを取り巻く関係者との円滑
な意思疎通ができる知識を習
得する。繊維製品の品質に関
わる法律、品質管理、原価計算
なども学習する。

ファッションビジネス論
企画・製造から流通に至る
ファッションビジネスの基礎知
識を学び、商品知識を理論と
演習で把握。2、３年次ではさら
に専門的な知識を習得し、
ファッションの市場動向を研究
する。

大手アパレルでの販売スタッフ経験や、有名ブランドの
ショーのバックヤード、生地生産工場と連携した作品製作、
ドラマや舞台とコラボした作品製作など、学校と業界のつな
がりからさまざまな形のインターンシップが実施されている。

多様なインターンシップで将来の可能性を広げる
成果発表の場となる学内のファッションショーは、
ファッション業界の企業や関係者も数多く招かれ、審
査に参加し、プロの視点で評価するなど、学生たちと
社会との接点になっている。

学内のファッションショーも企業との交流の場に
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